
船舶事故調査報告書 

 

                               平成２２年１２月２日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２２年１月３０日 １５時４０分ごろ 

発生場所 宮崎県宮崎市戸崎鼻北東方沖 

戸崎鼻灯台から真方位０４９°９００ｍ付近 

（概位 北緯３１°４７.４′ 東経１３１°２９.６′） 

 平成２２年３月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事

務所）ほか1人の地方事故調査官を指名した。 

事故調査の経過 

 

原因関係者から意見聴取を行った。  

 事実情報 

漁船 シーラインⅤ、３.８５トン 船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 ＭＺ３－２０２７６（漁船登録番号）、個人所有 

８.９０ｍ（Lr）×２.３８ｍ×０.８３ｍ、ＦＲＰ Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

ディーゼル機関、漁船法馬力数７０、昭和５５年２月 機関、出力、進水等 

乗組員等に関する情報 船長 男性 ６７歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 免許登録日 昭和５０年１１月２１日 

 免許証交付日 平成２１年７月８日 

       （平成２７年７月４日まで有効） 

死傷者等 なし 

損傷 操舵室、機関室、バッテリー室及び船尾上甲板部を焼損、３月に廃船

処分 

事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、宮崎県宮崎市所在のドックでプロ

ペラ軸の交換作業を終え、宮崎県宮崎市青島漁港に向け、戸崎鼻北東

方沖を帰航中、平成２２年１月３０日１５時４０分ごろ、速力が上が

らないため、船長が、主機のクラッチを中立として機関室を確認した

ところ、煙と火炎を認めた。 

 

 

 

 本船は、船長が消火を試みたが消火することができず、僚船に依頼

して消火し、えい
．．

航されて帰航した。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南東、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 

その他の事項  本船は、昭和５５年２月に進水し、船長が、平成２１年４月に中古

で購入し、同年５月に電気工事業者に依頼して不要な配線類の取り外

しを行ったが、残した配線類について、不良箇所の有無についての点

検を行っていなかった。 

 バッテリー室から機関室に２本のバッテリー主配線が導かれていた

が、機関室左舷船尾付近で短絡し、光沢のある溶着痕が認められた。 
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  本船は、機関室左舷船尾上部付近が最も激しく焼損していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

 本船は、戸崎鼻北東方沖を帰航中、機関室左

舷船尾付近で、バッテリー配線が短絡したた

め、発生した火花によって配線被覆材が着火し

て出火した可能性があると考えられる。 

 バッテリー配線は、配線被覆材が経年劣化し

ていたうえ、船体振動等により擦れ合って短絡

した可能性があると考えられる。 

 本船は、定期的に電気配線の点検が行われて

いれば、本事故の発生を回避することができた

可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、本船が戸崎鼻北東方沖を帰航中、機関室左舷船尾付近

で、バッテリー配線が短絡したため、発生した火花によって配線被覆

材が着火して出火したことにより発生した可能性があると考えられ

る。 

 




